
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う
！
」
を
拍
手
で
確
認
。
冒

頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、

大
阪
労
連
・
菅
議
長
が
あ
い

さ
つ
。
菅
議
長
は
、「
４
年
ぶ

り
に
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
が

な
く
な
り
、
制
限
な
し
で
久

し
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し

軍
拡
を
推
し
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
戦
争
を
推
し
す

す
め
る
道
へ
進
む
の
か
、
そ
れ

と
も
対
話
に
よ
る
平
和
の
道

を
選
ぶ
の
か
の
重
大
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
。
幅
広
い
労
働

者
・
国
民
と
共
闘
し
、
憲
法
改

憲
・
大
軍
拡
を
許
さ
な
い
運
動

を
展
開
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
来
賓
の
あ
い

さ
つ
に
は
、
日
本
共
産
党
・
山

下
芳
生
参
議
院
議
員
、
決
意
表

明
は
「
カ
ジ
ノ
に
反
対
す
る
大

阪
連
絡
会
」
中
山
直
和
事
務
局

長
、「
大
阪
憲
法
会
議
」
藤
木

那
顕
幹
事
長
代
理
、「
大
阪
医

労
連
」
市
位
昌
輝
副
委
員
長
。 

閉
会
挨
拶
・
団
結
が
ん
ば
ろ
う

は
、
有
田
洋
明
副
実
行
委
員

長
。
閉
会
後
の
デ
モ
は
、
中
崎

町
コ
ー
ス
と
天
満
橋
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
建
交
労
大
阪
は
中

崎
町
コ
ー
ス
を
行
進
、
関
西
支

部
宣
伝
カ
ー
２
台
と
運
転
手

２
名
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
１
名
、
天

満
コ
ー
ス
は
大
阪
府
本
部
宣

伝
カ
ー
と
運
転
手
１
名
、
会
場

警
備
２
名
を
出
し
ま
し
た
。 

 

た
。」
と
述
べ
、「
今
、
日
本

経
済
は
瀕
死
状
態
で
す
。
労

働
者
の
実
質
賃
金
は
下
が
る

一
方
で
す
。
そ
し
て
、
我
々
、

労
働
組
合
は
今
年
の
春
闘
で

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ

要
求
を
掲
げ
て
た
た
か
い
ま

し
た
。
昨
年
実
績
を
上
回
る

賃
上
げ
回
答
が
あ
る
も
の

の
、
労
働
者
の
暮
ら
し
は
良

く
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
状

況
を
変
え
る
た
め
に
も
皆
さ

ん
で
声
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
全
国
一
律
最
低
賃

金
１
，
５
０
０
円
の
実
現
、

消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
廃
止
、
年
金
引
き
下

げ
、
カ
ジ
ノ
建
設
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
な
ど
運
動
を
継

続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
自
民
・
公
明
・

維
新
の
会
が
憲
法
改
正
と
大

 

第
９４
回
大
阪
メ
ー
デ
ー

は
、
５
月
１
日
（
月
）
扇
町

公
園
に
お
い
て
、
久
し
ぶ
り

に
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
制
限

な
し
で
午
前
９
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
体
の
参
加

者
は
、
主
催
者
発
表
で
２
，

５
０
０
名
。
建
交
労
大
阪
府

本
部
か
ら
は
、
関
西
支
部
９

名
、
此
花
支
部
７
名
、
大
阪

合
同
支
部
６
名
、
関
西
合
同

支
部
６
名
、
神
田
支
部
２
名
、

大
阪
鉄
道
本
部
３
名
、
関
西

ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
合
計
３５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
働
く
も

の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を

守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
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大
阪
府
本
部
学
習
交
流
会

は
、
５
月
２０
日
・
２１
日
（
土
・

日
）
１
泊
２
日
で
京
都
府
綴

喜
郡
・
大
正
池
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
全
体
で
４８

名
、
関
西
支
部
１４
名
、
関
西

合
同
支
部
６
名
、
大
阪
合
同

支
部
７
名
、
此
花
支
部
４
名
、

神
田
支
部
１
名
、
大
阪
府
本

部
役
員
８
名
、
全
国
青
年
部

７
名
、
中
央
本
部
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

初
日
の
学
習
会
は
、
本
多

副
委
員
長
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
、
冒
頭
に
主
催
者
を
代

表
し
て
前
村
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
前
村
執
行
委
員

長
は
、「
学
習
交
流
会
の
意
義

は
、
大
阪
全
体
の
組
織
強
化

を
は
か
り
、
各
支
部
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で

す
。」
と
学
習
交
流
会
の
意
義

と
目
的
を
説
明
。
そ
の
後
、

建
交
労
中
央
本
部
・
鈴
木
書
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序
の
確
立
と
賃
金
問
題
な
ど

で
対
策
を
講
じ
る
。
２
０
２

３
年
４
月
か
ら
は
、
６０
時
間

を
超
え
る
残
業
時
間
は
、
割

増
率
が
５０
％
に
な
る
。
但

し
、
過
半
数
を
組
織
す
る
組

合
、
そ
れ
が
無
い
場
合
は
、

過
半
数
を
代
表
す
る
代
表
者

と
の
労
使
協
定
を
締
結
し
、

就
業
規
則
を
変
更
し
て
代
替

休
暇
を
明
記
す
る
必
要
が
あ

る
。「
２
０
２
４
年
問
題
」
で

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
指
摘

し
、
現
行
の
賃
金
制
度
か
ら

の
改
善
方
法
と
し
て
、
残
業

割
増
・
深
夜
割
増
の
大
幅
な

引
き
上
げ
、
労
基
法
違
反
の

賃
金
支
払
い
を
告
発
・
是
正

さ
せ
る
こ
と
。
固
定
給
の
変

動
扱
い
は
認
め
な
い
。
手
待

ち
時
間
の
賃
率
引
き
下
げ
を

認
め
な
い
。
変
形
労
働
時
間

制
の
導
入
に
は
気
を
つ
け

る
。
運
賃
問
題
な
ど
業
界
秩

し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
１

つ
ひ
と
つ
の
要
求
実
現
に
向

け
た
政
策
確
立
と
あ
わ
せ
て

総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
必

要
。」
と
説
明
。
そ
し
て
、
低

賃
金
構
造
の
原
因
と
問
題
点

「
固
定
給
の
低
さ
と
歩
合
給

の
拡
大
、
歩
合
給
の
中
身
、
年

齢
別
に
見
る
水
準
」
が
あ
る
と

記
次
長
を
お
招
き
し
て
「
新

ト
ラ
ッ
ク
政
策
と
２
０
２
４

年
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
鈴
木
書

記
次
長
は
、
２
０
２
２
年
版

ト
ラ
ッ
ク
政
策
で
「
ト
ラ
ッ

ク
運
転
労
働
者
の
抱
え
る
要

求
は
、
賃
金
要
求
を
柱
に
労

働
時
間
、
雇
用
、
健
康
・
安

全
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ

の
実
現
は
別
個
の
課
題
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
求
は
そ
の
実
現

過
程
に
お
い
て
互
い
に
関
連



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間
を
約
２０
分
設
け
、
４
人
の
方

か
ら
質
問
と
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
大
阪
合
同
支
部
・
松
永
さ

ん
は
、「
阪
急
バ
ス
の
路
線
バ
ス

運
転
手
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

終
点
ま
で
行
く
に
は
、
連
続
４

時
間
以
上
の
運
転
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
。」、
神
田
支

部
・
小
城
さ
ん
は
、「
ヤ
マ
ト
な

ど
大
手
の
運
輸
会
社
で
は
、
長

時
間
運
転
の
対
策
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
質
問

に
対
し
、
鈴
木
書
記
次
長
は
、

「
連
続
４
時
間
を
超
え
る
の
は

は
、
特
別
条
項
付
３６
協
定
を

締
結
し
た
場
合
に
年
間
９
６

０
時
間
（
休
日
労
働
を
含
ま

な
い
）
に
な
る
。
改
善
基
準

告
示
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
１
年
間
の
拘
束
時
間
が

現
行
、
３
，
５
１
６
時
間
か

ら
原
則
、
３
，
３
０
０
時
間
、

１
ヶ
月
の
拘
束
時
間
原
則
・

２
９
３
時
間
、
最
大
３
２
０

時
間
か
ら
原
則
・
２
８
４
時

間
、
最
大
で
３
１
０
時
間
。

但
し
、
２
８
４
時
間
を
超
え

る
月
が
３
ヶ
月
を
超
え
て
連

続
し
な
い
こ
と
。
１
日
の
休

息
期
間
は
現
行
８
時
間
か
ら

継
続
１１
時
間
を
基
本
と
し
、

９
時
間
下
限
（
長
距
離
・
泊

付
き
の
運
行
の
場
合
は
、
運

行
を
早
く
切
り
上
げ
、
ま
と

ま
っ
た
休
息
を
取
れ
る
よ
う

例
外
規
定
）
が
あ
る
。
な
ど

ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
に
関
わ
る

政
策
と
改
正
さ
れ
る
法
律
な

ど
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
習
会
は
、
約

１
時
間
で
休
憩
後
に
質
問
時

基
本
的
に
違
法
で
あ
る
が
、
や
む

を
得
な
い
交
通
混
雑
な
ど
の
事

情
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。」「
ヤ
マ

ト
な
ど
の
大
手
企
業
も
対
策
に

四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
た
だ
、
休

憩
時
間
を
１
時
間
の
と
こ
ろ
、

３０
分
の
休
憩
と
し
、
連
続
運
転

４
時
間
の
休
憩
を
１０
分
ず
つ
の

小
分
け
で
休
憩
に
す
る
よ
う
な

対
応
の
可
能
性
も
あ
る
。
会
社
と

の
交
渉
が
必
要
」
と
回
答
。
職
場

の
実
例
や
大
手
運
輸
企
業
の
今

後
の
対
応
な
ど
今
運
輸
業
界
が

抱
え
る
実
例
に
基
づ
く
問
題
な

ど
の
質
問
で
実
り
あ
る
学
習
会

に
な
り
ま
し
た
。 
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学
習
会
後
は
交
流
会
を
行

い
、
焼
き
肉
・
唐
揚
げ
・
お
で

ん
・
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
・
カ
レ
ー

な
ど
、
大
阪
合
同
支
部
・
大
西

自
慢
の
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、

深
夜
ま
で
各
支
部
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
料

理
が
抱
負
に
あ
る
。
テ
キ
屋
み

た
い
や
。
美
味
し
か
っ
た
。」
な

ど
感
想
と
感
謝
の
言
葉
も
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
２
日
目

の
朝
食
は
、
前
村
委
員
長
・
荻

田
書
記
長
、
大
西
さ
ん
・
全
国

青
年
部
の
鈴
木
さ
ん
が
奮
闘

し
、
だ
し
巻
き
た
ま
ご
４３
人
分

を
手
作
り
・
鮭
、
豆
腐
、
つ
け

も
の
で
食
事
を
し
ま
し
た
。
今

年
で
２
回
目
と
な
っ
た
大
阪
府

本
部
学
習
交
流
会
は
、
皆
さ
ん

か
ら
「
良
か
っ
た
。
楽
し
か
っ

た
よ
。
準
備
す
る
の
は
大
変
や

と
思
う
け
ど
、
来
年
も
や
っ
て

ほ
し
い
。」
な
ど
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
ケ
ガ
な
ど
も
な
く

無
事
、
交
流
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 
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